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4.5 悪臭 

4.5.1 調査 

１ 調査項目及び調査地点 

調査地点の選定理由等は表4-5-1に示すとおりである。また、調査地点図は図4-5-1(1),(2)に

示すとおりである。 

 

表 4-5-1 調査地点の選定理由等 

調査項目 地点数 地点 選定理由 

特定悪臭物質 

臭気指数 

臭気強度 

４ 

Ｂ 対象事業実施区域（北東） 

Ｃ 対象事業実施区域（南西） 

Ｊ 高速道路南側 

Ｍ 県営高ケ原団地 

本計画施設稼働時の悪臭の影響を予測

するため、対象事業実施区域敷地境界

（２地点）及び周辺の住居付近（２地点）

にて臭気を調査する。 

臭気指数 

臭気強度 
４ 

Ｒ 篠ノ井会（可毛羽神社） 

Ｓ 屋代公民館 

Ｐ 篠ノ井塩崎（庄ノ宮遊園地）

Ｕ 篠ノ井塩崎（塩崎公民館） 

本計画施設稼働時の煙突排ガスによる

悪臭の影響を予測するため、周辺の風向

等を考慮し、対象事業実施区域から２km

程度の地点（４地点）の臭気を調査する。

 
２ 調査結果 

特定悪臭物質濃度は、アセトアルデヒドが秋季及び夏季にすべての地点で、ノルマルバレルア

ルデヒドが夏季のＭ地点で、イソバレルアルデヒドが夏季のＪ地点及びＭ地点で検出されたが、

いずれも規制基準の10分の１未満であった。それ以外の項目はすべての地点で定量下限値未満で

あった。 

臭気指数は、すべての地点及び採取時間で10未満、臭気強度は、すべての地点及び採取時間で

０となった。 

なお、規制基準未満ではあるものの数値が検出されたアセトアルデヒドについては、自動車の

排気ガスや植物などの影響が考えられるほか、長野県環境影響評価技術指針マニュアルによれば、

主な発生源としては、複合肥料製造工場や魚腸骨処理場などがあげられている。また、ノルマル

バレルアルデヒド及びイソバレルアルデヒドの主な発生源としては、塗装工場、自動車修理工場、

印刷工場、魚腸骨処理場などがあげられている。調査地点周辺は屋代工業団地があるほか、塗装

工場や自動車修理工場、産業廃棄物処理施設等が存在することから、これらの影響が考えられる。 
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図 4-5-1(1)  悪臭調査地点図 

対象事業実施区域 

市境 

調査地点

凡 例 

0 50m 100m 200m 

Ｎ

 

長野市 

千曲市千曲市

Ｊ

Ｍ

Ｃ

Ｂ

この地図は、2,500 分の 1「千曲市都市計画基本図№１、№８」（平成 18 年 千
曲市）に加筆したものである。 
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図 4-5-1(2)  悪臭調査地点図 

対象事業実施区域 

市境 

調査地点

凡 例 

Ｎ

 
0 500m 1km 2km 

長野市 

千曲市

Ｓ

Ｐ

Ｒ

Ｕ 

この地図は、50,000 分の１「千曲市全図」（平成 20 年８月 千曲市）及び

国土地理院 50,000 分の１「長野」(平成 10 年２月)を使用したものである。
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4.5.2 予測及び評価の結果 

１ 存在・供用時の廃棄物搬入車両による影響 

１）予測結果 

(1) 廃棄物搬入車両からの臭気漏洩の影響 

「広域ごみ処理施設整備に係る生活環境影響調査書」（平成24年３月 ふじみ野市）によ

る走行中の廃棄物搬入車両の調査資料によると、走行中の廃棄物搬入車両について、臭気指

数が２地点（廃棄物搬入車両から約３ｍの位置で採取）で２回測定されており、いずれも臭

気指数10未満であった。 

このことから、廃棄物搬入車両の走行に伴う臭気の漏洩は少ないものと予測した。 

 

２）環境保全措置の内容と経緯 

本事業の実施においては、できる限り環境への影響を緩和させるものとし、表4-5-2に示す

環境保全措置を講じる。 

 

表 4-5-2 環境保全措置(廃棄物搬入車両の臭気) 

環境保全措置 環境保全措置の内容 環境保全措置の種類 

住宅地を避けたルートの設定 

新たに収集地域として加わる地域からの廃棄

物搬入車両の走行ルートの設定にあたって

は、住宅地への影響を及ぼさないように、対

象事業実施区域周辺の住宅地を避けたルート

を設定する 

回 避 

廃棄物搬入車両の洗車場の屋内設置と

洗車の実施 

臭いの元となる車体に付着したごみ等を洗車

することで除去し、臭気の飛散を防止する。

洗車場については屋内に設け、自動扉等を設

けることにより、臭気の漏洩を防止する 

最小化 

【環境保全措置の種類】 

回 避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。 

最小化：実施規模または程度を制限すること等により、影響を最小化する。 

修 正：影響を受けた環境を修復、回復または復元すること等により、影響を修正する。 

低 減：継続的な保護または維持活動を行うこと等により、影響を低減する。 

代 償：代用的な資源もしくは環境で置き換え、または提供すること等により、影響を代償する。 

 

３）評価方法 

評価の方法は、調査及び予測の結果並びに検討した環境保全措置の内容を踏まえ、悪臭の

影響ができる限り緩和されているかどうかを検討した。 

また、予測結果が、表4-5-2に示す環境保全に関する目標と整合が図れているかどうかを検

討した。 

また、廃棄物搬入車両からの臭気漏洩についての環境保全に関する目標は、「生活環境に

著しい影響を与えないこと」とした。 
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４）評価結果 

(1) 環境への影響の緩和に係る評価 

事業の実施にあたっては、「２）環境保全措置の内容と経緯」に示した環境保全措置を実

施する。 

これらの環境保全措置は、予測結果に対して定量的な結果として反映できないものである

が、廃棄物搬入車両から漏洩する悪臭調査の事例をみると、周辺地域への悪臭の影響は抑制

されているものと考える。 

以上のことから、廃棄物搬入車両から漏洩する悪臭の影響は、環境への影響の緩和に適合

するものと評価する。 

 

(2) 環境保全に関する目標との整合性に係る評価 

廃棄物搬入車両から漏洩する悪臭の影響については、予測結果から臭気の漏洩は少なく、

環境保全に関する目標を満足するものと考える。 

以上のことから、廃棄物搬入車両からの臭気漏洩による悪臭の影響は、環境保全に関する

目標との整合性は図られているものと評価する。 
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２ 存在・供用時の焼却施設の稼働による影響 

１）予測結果 

(1) 焼却施設の稼働 

① 煙突排ガス臭気による影響 

煙突排出ガスによる臭気濃度の予測結果は表4-5-3に示すとおりであり、最大着地濃度地

点における結果は臭気指数10未満であり、その他の地点もすべて臭気指数10未満である。 

 

表 4-5-3 煙突排出ガスによる臭気指数予測結果 

予測地点 

煙源諸元 

最も排ガス量が多い場合 
ケース１ 

ケース１と同じ処理方式で 
最も排ガス量が少ない場合 

ケース２ 

不安
定時 

逆転
層時

接地 

逆転 

層崩 

壊時 

ダウン

ドラフト

時 

ダウン

ウォッ

シュ 

時 

不安
定時

逆転
層時 

接地 

逆転 

層崩 

壊時 

ダウン

ドラフト

時 

ダウン

ウォッ

シュ

時 

Ｂ 対象事業実施区域（北東） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Ｃ 対象事業実施区域（南西） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Ｊ 高速道路南側 3 6 0 0 0 3 6 0 0 0 

Ｍ 県営高ヶ原団地 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Ｒ 篠ノ井会（可毛羽神社） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Ｓ 屋代公民館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Ｐ 篠ノ井塩崎（庄ノ宮遊園地） 4 7 0 0 0 3 6 0 0 0 

Ｕ 篠ノ井塩崎（塩崎公民館） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

最大着地濃度地点（出現距離） 
5 

（約 520m）

8 
(約 530m)

1 

(約1,370m)
0 0 

4 
（約510m）

7 
(約 530m) 

0 0 0 

気象条件 
大気安定度：Ａ 

風速：１ｍ/s 

大気安定度：Ａ 

風速：１ｍ/s 

 

② 施設から漏洩する悪臭による影響 

臭気の漏洩対策として、エアカーテン等の設置やごみピット内を負圧に保つ等の環境保全

措置を実施する。焼却炉運転時は、ごみピット内空気を燃焼用空気送風機で焼却炉等へ送り、

ごみピット内を負圧に保つことで悪臭の外部への発散を防止し、吸引した空気は燃焼室にて

高温酸化処理することにより無臭化を図る。このほか、施設停止時の悪臭防止対策として脱

臭設備を設置する。 

洗車施設については屋内に設置することによりできる限り外部へ出さないようし、敷地境

界からもできる限り離れた場所に設置することにより施設からの悪臭の漏えいを防止する

対策を講じる計画である。 

また、図4-5-2に示す他事例による施設から漏えいする臭気調査結果では、ごみピット前

の臭気指数32が防止対策を講じることにより、敷地境界では臭気指数10未満となっている。 

施設の運営にあたっては、上記のとおり施設から発生する臭気をできる限り出さないよう

種々の対策を講じるため特定悪臭物質、臭気指数は計画値（第１地域の法規制値）を満足す

ると予測した。
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【臭気調査結果（他事例）】 

処理方式：ストーカ炉 

施設規模：180t/24h(90t/24h×２炉) 

 

■発生源 

ごみピット前 ：臭気指数 32 

 

 

 

 

 

 

■悪臭防止対策の効果 

敷地境界（風下）：臭気指数 10未満 

 

出典：「広域ごみ処理施設整備に係る生活環境影響調査書」（平成 24 年３月 ふじみ野市） 

図 4-5-2 施設から漏洩する悪臭の調査事例 

 

 

２）環境保全措置の内容と経緯 

本事業の実施においては、できる限り環境への影響を緩和させるものとし、表4-5-4(1),(2)

に示す環境保全措置を講じる。 

 

表 4-5-4(1) 環境保全措置(煙突排ガス臭気) 

環境保全措置 環境保全措置の内容 環境保全措置の種類 

排ガスからの臭気物質濃度の低減 

(計画値の設定) 
法規制値より厳しい計画値の設定 最小化 

適切な排ガス処理の実施 
排ガス処理設備について定期的に点

検し、適正な排ガス処理を実施する 
低 減 

【環境保全措置の種類】 

回 避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。 

最小化：実施規模または程度を制限すること等により、影響を最小化する。 

修 正：影響を受けた環境を修復、回復または復元すること等により、影響を修正する。 

低 減：継続的な保護または維持活動を行うこと等により、影響を低減する。 

代 償：代用的な資源もしくは環境で置き換え、または提供すること等により、影響を代償する。 

■悪臭防止対策 

施設内の密閉化 

エアカーテン及び自動扉 

空気（臭気）の捕集（負圧化含む）など 
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表 4-5-4(2) 環境保全措置(施設から漏洩する臭気) 

環境保全措置 環境保全措置の内容 環境保全措置の種類 

ごみピット内空気を燃焼用空気に使用 
臭気を含んでいるごみピット内の空気は燃焼

用空気として使用し、臭気を高熱で分解する
最小化 

搬入扉、エアカーテン等の設置 

ごみ収集車両の出入口には搬入扉、エアカー

テン等を設け、工場内の臭気が外部へ漏洩す

ることを防ぐ 

低 減 

全炉休止時に使用する脱臭装置の使用 
脱臭装置を設置し、全焼却炉が休止する時に

は工場内空気の換気、脱臭を行う 
低 減 

投入扉は投入時のみ開放 

ごみピットへのごみ投入口は投入時のみ開け

て、それ以外は閉鎖し、投入口からの臭気の

漏洩を防止する 

低 減 

ごみピット内を負圧に保持 

ごみピット内は常に負圧とし、臭気を含んで

いるごみピット内の空気の外部への漏洩を防

止する 

低 減 

密閉性を高くした建物構造にする 
建屋は密閉性を高くした建物構造とし、臭気

の漏洩を防止する 
低 減 

廃棄物搬入車両の洗車場の屋内設置と

洗車の実施 

臭いの元となる車体に付着したごみ等を洗車

することで除去し、臭気の飛散を防止する 

洗車場については屋内に設け、自動扉等を設

けることにより、臭気の漏洩を防止する 

最小化 

場内道路の適宜洗浄 

臭いの元となる道路上のごみ等を洗浄除去

し、これらが廃棄物搬入車両に付着して再度

外部へ持ち出されることを防ぐ 

低 減 

【環境保全措置の種類】 

回 避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。 

最小化：実施規模または程度を制限すること等により、影響を最小化する。 

修 正：影響を受けた環境を修復、回復または復元すること等により、影響を修正する。 

低 減：継続的な保護または維持活動を行うこと等により、影響を低減する。 

代 償：代用的な資源もしくは環境で置き換え、または提供すること等により、影響を代償する。 
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３）評価方法 

評価の方法は、調査及び予測の結果並びに検討した環境保全措置の内容を踏まえ、悪臭の

影響ができる限り緩和されているかどうかを検討した。 

また、予測結果が、表4-5-5(1),(2)に示す環境保全に関する目標と整合が図れているかど

うかを検討した。 

現況調査の結果、臭気指数についてはすべての調査地点・時期において10未満であったた

め、現況の環境を維持するという観点から、煙突排ガス臭気による影響については表4-5-5(1)

の「臭気指数10未満」を、施設から漏洩する悪臭の影響については、表4-5-5(1),(2)に示す

臭気指数及び特定悪臭物質濃度を環境保全に関する目標として設定した。 

 

表 4-5-5(1) 環境保全に関する目標(煙突排ガス臭気、施設から漏洩する悪臭) 

環境保全に関する目標 備 考 

臭気指数 10 未満 － 

 

表 4-5-5(2) 環境保全に関する目標(施設から漏洩する悪臭) 

項 目 環境保全に関する目標 

1 アンモニア 2ppm 以下 

2 メチルメルカプタン 0.004ppm 以下 

3 硫化水素 0.06ppm 以下 

4 硫化メチル 0.05ppm 以下 

5 二硫化メチル 0.03ppm 以下 

6 トリメチルアミン 0.02ppm 以下 

7 アセトアルデヒド 0.1ppm 以下 

8 プロピオンアルデヒド 0.05ppm 以下 

9 ノルマルブチルアルデヒド 0.009ppm 以下 

10 イソブチルアルデヒド 0.02ppm 以下 

11 ノルマルバレルアルデヒド 0.009ppm 以下 

12 イソバレルアルデヒド 0.003ppm 以下 

13 イソブタノール 0.9ppm 以下 

14 酢酸エチル 3ppm 以下 

15 メチルイソブチルケトン 1ppm 以下 

16 トルエン 10ppm 以下 

17 スチレン 0.8ppm 以下 

18 キシレン 1ppm 以下 

19 プロピオン酸 0.07ppm 以下 

20 ノルマル酪酸 0.002ppm 以下 

21 ノルマル吉草酸 0.002ppm 以下 

22 イソ吉草酸 0.004ppm 以下 
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４）評価結果 

(1) 環境への影響の緩和に係る評価 

事業の実施にあたっては、「２）環境保全措置の内容と経緯」に示した環境保全措置を実

施する。 

これらの環境保全措置は、予測結果に対して定量的な結果として反映できないものである

が、同様の環境保全措置を実施している中間処理施設における悪臭調査の事例をみると、周

辺地域への悪臭の影響は抑制されているものと考える。 

以上のことから、施設の稼働による悪臭の影響は、環境への影響の緩和に適合するものと

評価する。 

 

(2) 環境保全に関する目標との整合性に係る評価 

① 煙突排ガス臭気による影響 

予測の結果、煙突排ガスからの影響による臭気指数は、すべての地点で臭気指数10未満と

なり、環境保全に関する目標を満足する。 

以上のことから、施設の稼働に伴う煙突排ガスによる悪臭の影響は、環境保全に関する目

標との整合性は図られている。 

 

② 施設から漏洩する臭気による影響 

施設の運営にあたっては、工場内部で発生する臭気をできる限り外部へ出さないよう臭気

の漏洩対策として、エアカーテン等の設置やごみピット内を負圧に保つ等の環境保全措置を

実施する。焼却炉運転時は、ごみピット内空気を燃焼用空気送風機で焼却炉等へ送り、ごみ

ピット内を負圧に保つことで悪臭の外部への発散を防止し、吸引した空気は燃焼室にて高温

酸化処理することにより無臭化を図る。このほか、施設停止時の悪臭防止対策として脱臭設

備を設置する。 

洗車施設については屋内に設置することによりできる限り外部へ出さないようし、施設か

らの悪臭の漏えいを防止する対策を講じる計画である。 

悪臭対策を講じることにより、臭気指数及び特定悪臭物質濃度は環境保全に関する目標を

満足すると考える。 

以上のことから、施設の稼働に伴う悪臭の影響は、環境保全に関する目標との整合性は図

られているものと評価する。 


